
令和７年度第２回 柳沢公民館利用者懇談会 

【柳沢公民館】 
開催日時 令和８年３月 29日（日） 

【午前】小ロッカー申請団体          10時～12時 

【午後】大ロッカー、開き戸、引き出し申請団体 13時 30分～15時 30分 

会場 視聴覚室 

参加者数 【午前】43団体 44人、公民館運営審議会（略称「公運審」）委員２人、職員 10人 

【午後】37団体 38人（うち公運審委員２人）、職員 10人 

合計 利用団体：80団体 利用者：82人 

今回のねらい ① 公民館について理解を深めてもらう 

② 公民館から利用者への報告・お知らせ 

③ 利用者と公民館との意見交換 

④ 利用者同士の意見交換 

⑥ 令和８年度団体連絡箱の調整 

次  第 

（形態） 

 

１ 開会  

館長挨拶、職員・警備員・公運審委員の自己紹介 

２ 公民館運営審議会から 

３ 公民館について 

(1) 公民館からお知らせ 

（2）災害が発生したら  

（3）令和７年度公民館主催事業について 

（4）事業へのご意見・ご要望 

４ 団体・サークルの活動に関して 

各団体・サークルの催しの紹介 

会員募集等について 

５ 質疑応答 

６ グループに分かれて懇談 

７ 団体連絡箱の利用について 

公民館運営審議会に

ついて 

・公運審は、市民の声を公民館へとつなぐパイプ役として、主催事業をはじめとした

各種事業について意見出し合い話し合っている。審議は年間 10 回あり、公民館の前

年度の事業評価を行い、次年度の計画の審議をさせていただく役割を担っている。み

なさんも公民館運営審議委員になる機会はあるので、ぜひとも公民館に興味関心を持

ってかかわっていただけたらと思う。  

・公民館は戦後に作られた施設で平和や市民自治ということを公民館の中には大切に

して作られてきた施設です。無償の施設であることも含めてまた改めて時代が平和に

ついて考えるという時代ですので、利用している皆さんも公民館を大切に利用してい

ただけたらと思います 

公民館側からの連絡

事項等 

 

(1)公民館からお知らせ 

・公共施設予約の新システムについて 

抽選コマ数・随時コマ数について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抽選申込は４コマ、随時申込は月間 20コマまで可能 

・フリーWi-Fiについて 

・視聴覚室の映像・音響機器について 

ワイヤレスマイクが２本追加になり合計４本使用可能 

・給水機の設置 

・施設利用について 

  (1)部屋の当日貸し出しについて 

  (2)打ち合わせを目的とした印刷室の使用について 

  (3)施設利用にあたってのお願い 

・来館者用駐車場の利用について 

・備品・印刷機の利用申し込みについて 

・視聴覚室の備品収納について 

(2)災害が発生したら 

 ・資料と避難経路図を見ながら対応方法について確認 

(3)公民館主催事業について 

事業に関わる各サークルより感想をいただいた。 

【午前】 

人形劇フェスタ実行委員会（人形劇フェスタ） 

はちどりの会(市民企画事業) 

柳沢修声会(市民企画事業) 

ヤギフェス実行委員会世話人（ヤギフェス Vol.14） 

【午後】 

ヒロシマに学ぶ会(市民企画事業) 

ちょっと待ってよの会(市民企画事業) 

子育て中の外国人女性のための日本語講座スタッフ 

BOSAIカフェの会（BOSAIカフェ） 

ヤギフェス実行委員会世話人（ヤギフェス Vol.14） 

団体・サークルの活動

について 

１ 会員募集に関して、公民館が行っている支援を紹介 

公民館だより、チラシの配架・ポスターの掲示、サークル紹介ファイル、掲示板 

２ 団体・サークルの催しの紹介 

午前５団体、午後５団体の合計 10団体よりイベントのお知らせがあった 

グループに分かれて

懇談（公民館に対する

意見・要望） 

【午前】 

・ロビーコンサートの開催 ・もちつきを再開してほしい 

・オカリナの製作講座 ・公民館の情報発信力が弱い 

・近現代の歴史を学ぶ講座や古典を学ぶ講座 

・健康マージャンの講座 

・講演会の予定を立てるため年１回半年前に申請はできないか 

・夜間・土日の部屋の移動や申請を警備員対応でも対応可能にしてほしい 

・ホームページでサークルの紹介はできないのか 

・備品の貸し出しの申請を公共予約管理システムではできないのか 

【午後】 



・小さくてもいいので七夕の笹をロビーにおいてほしい 

・部屋が取りにくい ・健康マージャンの講座をやってほしい 

・ガーデニングの講座 ・ホットプレートの導入 

・公共施設予約管理システムで利用可能な施設と部屋がたくさん出てきて見づらい 

・認知症サポーターについて聞きたい ・自販機の導入 

・免許のない人は車がどう動いてくるのか分からないため交通ルールや歩き方の講座 

・公民館を増やしてほしい 

・公民館がコミュニティセンターになると何が変わるのか 

・集会室が足りない ・子育て中の人と交流する機会が欲しい 

・部屋の予約について２か月より前に予約ができたら嬉しい 

・マンガの描き方講座 ・色鉛筆で絵を描く講座 ・絵本づくり講座 

・食べ物の描き方講座・透明な液体の描き方講座  

・LINEスタンプの作り方講座 ・健康体操の講座 

団体連絡箱について 【団体連絡箱の調整】 

１ 小ロッカー・引き出し・開き戸について 

・申請数が使用可能数を超えなかったため、調整は不要となった。 

・参加団体の了解を得て、場所の移動は行わないこととした。 

２ 大ロッカーについて 

・申請数が使用可能数を超えていたが事前に小ロッカーへの移動が可能の団体との

調整を図り、当日の調整は不要となった。 

参加者の感想（メッセ

ージカードより） 

・活発な意見が出されて良い懇談会でありました 

・多くのサークルが活発に公民館を利用されている空気をたっぷり吸わせていただき

ました。この波が次の世代へ伝わっていくことを願うばかりです 

・懇談会の参加は初めてでした。地域の方がいろいろな活動をしていることを知りま

した。自分がやってみたいものが見つかりそうです 

・利用者懇談会はなくしてほしい（連絡箱のことだけにしてほしい）利用者懇談会は

拡大して市内全部を纏めてすれば良い。 

・色々な活動をしているのを知ったがもっと大勢に知らせるといいと思った 

・他団体とコラボができそうなお話があり、よい交流になった 

・利用者懇談会開催の情報についてホームページに掲載してほしい 

・初めて参加しました。子どもの頃から公民館はどのような場所なのか意外と知らず

に生きていましたが、子育て中はイベントを見つけてはよく参加していたことを思

い出しました。西東京で暮らしている沢山の市民たちが気軽に広く利用できる場所

があることが素晴らしいです。みなさんあたたかいなと思いました。 

・公民館の利用について、部屋の利用予約を取る時に公民館の見取り図も一緒に見れ

るとよいなと思いました 

・サークル間の横の連携を継ぐ会としてこの懇談会は有効だと思う。各サークルも高

齢化の波で活動が低下している話が出ていた。活性化の声がすぐに上がるが具体的

な案が出てこないのが現状ではないか。体験会に誘導する仕組みを考えてほしい 

・視聴覚室が開いている時に自習室に開放できないか 

・いろんなサークルと交流できて話題も広く良かったです。世代を超えて交流できる



場となることを願っています。また、幅広い学習の場としてこれからも活用してい

きたいと思います。ますます活発な活動の機会を提供してくださるようお願いしま

す。 

・２つの公民館で利用しているが備品申請などで書式が違ったり細かいルールが違う

ことがあり戸惑うことがある。全館で統一してほしい 

・部屋が取りにくくなるほど沢山のサークルが活発に活動していることを実感した。

サークル間・世代間交流が活発になってほしいと思いました。 

配布資料 （資料１）参加表・アンケート 

（資料２）メッセージカード 

（資料３）会議次第 

（資料４）公民館からのお知らせ 

（資料５）災害が発生したら 

（資料６）公運審紹介 

 



令和７年度第２回 田無公民館利用者懇談会  

【田無公民館】 

開 催 日 時 
令和８年３月 28日(土) 

①９時 15分～10時 15分、②10時 30分～11時 30分、③12時～13時 

会 場 ロビー 

参 加 者 数 89団体 91人 （公民館運営審議会委員 2人を含む） 職員 6人 計 97人  

今回のねらい 
① 公民館について理解を深めてもらう 

② 公民館から利用者への報告・お知らせ 

③ 利用者と公民館との意見交換 

④ 利用者同士の意見交換 

 

次  第 

（形態） 

 

１ 職員紹介 

２ 公民館運営審議会委員の挨拶と活動報告等 

３ 公民館からのお知らせやお願い（3階救助袋の使用法含む） 

４ ６月 11月サークル見学月間、曜日別サークル１日ロビー見学体験会などから、入会

につながった団体のチラシの工夫や配布先、見学体験内容などの共有 

５ 令和８年度の曜日別活動サークル１日ロビー見学体験会等の日程のご案内  

６ 田無公民館開館 50年へのメッセージ付き創立 20年以上サークル紹介ファイル 

７ 曜日別サークル交流 

８ 質疑応答 

９ 団体連絡箱調整会 

 

公民館運営審議

会委員の挨拶と

活動報告等 

公民館は、部屋の管理をする仕事だけではなく、人と人をつなぐ役割を担っている。 

一方コミュニティセンターはサークル活動するための部屋を確保するだけなので出来上

がったサークルにとってはいい。しかし公民館は、公民館主催講座の受講からサークル

へ、自分で「何かをしたいこと」をサークル化する時に、職員へ学習相談をすることで、

公民館が力になってくれ、サークル化へと繋げることができる。 

公民館は、東京 23区内ではなくなってしまっている。多摩地域の公民館の中で、条例で

公民館の利用を無料と定めているのは、西東京市と国立市の２市のみ。全国的に公民館

が減ってきており公民館不要論が出てきている現状。全国の公民館の状況を知れば知る

ほど、西東京市は恵まれていると感じる。 

 

公民館側からの

連絡事項等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③     ・令和７年度に追加設置した備品の紹介 

・田無公民館主催事業が取材を受け、テレビで紹介されました。 

  ７月 13日(日)に開催された SDGsロビーフェスタ田無が、石神井川のごみ拾いなどで 

大活躍した田無公民館 SDGs中学生・高校生サポーターを中心に、ケーブルテレビ・ 

ジェイコムの取材を受け、番組「ジモトトピックス」で紹介され８月に１週間放送されまし

た。 

・令和８年４月から、３階視聴覚室は、「集会室」に名称変更 

・田無公民館主催講座から立ち上がったサークル 

 令和７年度３サークル（保育付講座、父と小学生親子料理講座、親子百人一首競技かる 

た講座） 

1)子育て中の女性のための講座(保育付前期講座) 

「健康をみなおす」～食をとおして健康になろう・日常生活が楽になるカラダ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→講座終了後、受講者たちが、サークル「グーテ・ド・ママン」を立ち上げました。乳幼 

児の子育て真最中の若い母親中心のサークルです。11月から自主サークルとして 

活動しています。 

２)小学生親子料理講座「パパっとごちそうレシピ！」 

→講座終了後、受講親子たちが、親子料理サークル「みんなともだち」を立ち上げ 

 ました。 

３)小学生親子夕方講座「親子で百人一首かるたを楽しもう」 

→講座終了後、受講親子たちが百人一首の競技かるたのサークル「田無かるた」を 

立ち上げました。 

・３階救助袋の使用法をビデオで視聴 

・貸出備品は大切に丁寧に扱ってください。 

  購入したばかりのＣＤデッキ等の破損・故障が相次いでいます。大切に丁寧に扱っ 

てください。 

大型テレビモニターに HDMIケーブルを接続する場合は、必ず養生テープ等で上部に 

張り付けて、ケーブルの重みでテレビの HDMI挿入口が破損しないように使用してく 

ださい。すでに複数破損していて困っています。 

プロジェクターは、数種のケーブルやポインターやリモコンなど付属品の数が多い 

ので、借りる時も返す時も必ず職員や警備員と一緒に一つ一つ確認してからお持ち 

ください。 

・和室の使用後は、必ず掃除機をかけてください（次の団体から苦情がきましたので購入 

しました。入ってすぐの板の間に常設。延長コードもあり） 

・多くの団体が活動できるよう、ご利用にならない部屋のキャンセルは早めにお願いしま 

す。 

・当日朝８時 30分までは、公共施設予約管理システムでキャンセルしてください。当日 

朝８時 30分以降にやむをえずキャンセルする場合は、公民館に電話でご連絡ください。 

・壁や備品の破損、カーペットの汚損などはすぐに職員や警備員に報告してください。 

・抽選で当選しても予約の確定作業をしないと自動キャンセルになるのでご注意くださ 

 い。 

・備品を使用する場合は、「備品使用申請書」を事前に提出してください。「備品使用申 

請書」は月ごとにまとめて申請してください。 

・団体所有物以外は、団体連絡箱に置かないでください。また、貴重品は置かないようお 

願いします。 

・田無公民館に駐車場はありません。田無庁舎の有料駐車場をご利用ください。１時間の 

み無料にする駐車券の処理は公民館事務所でできます。職員または警備員にお声掛けく 

ださい。夜間や休日等は事務所前カウンター左横壁に警備室直通電話がありますので直 

通電話で連絡ください。 

・田無公民館で 20年以上活動しているサークルのご紹介 

開館当時に発足した創立 50年のサークルなど、20年以上もの長い間、田無公民館で活 

動しているサークルさんたちから、開館 50年を迎えた田無公民館へのメッセージも添 

え活動紹介ファイルを作成いただきました。各サークルの詳細ファイルは、田無公民館 

１階ロビーで、いつでも手に取ってご覧いただけます。 



サークル見学月

間、曜日別サー

クル１日ロビー

見学体験会など

から、入会につ

ながった団体の

工夫や感想など

の共有 

曜日別ロビー見学体験会等に参加し発表したサークルさんで、見学に来られた方が入会

までつながったという団体から、取組の工夫や感想等を共有してもらった。 

・４年前は７人のサークルだったが、リニューアルオープン後から始まった曜日別ロビ

ー見学体験会、6 月と 11 月のサークル見学月間、ロビーまつりに毎年参加してきて、

そのたびに数人ずつ入会へとつながり、今ではメンバーは 25人になった。問い合わせ

の時から、楽しい雰囲気で対応し、演奏の見学だけでなく、体験もしてもらっている。

電話等で問い合わせがあった時も見学体験会の時も参加者に楽しさが伝わるよう心掛

けている。見学体験会の日時も掲載している会員募集チラシはいつも持ち歩いている。 

・ロビーまつりに参加して、洋楽ビデオの上映会を見に来た方からその場で入会したい

と相談があり、会員が３人増えた。また来年も参加したい。 

・製作した作品をロビーや外から見えるギャラリーで展示して発表を見せることができ

る。そうした展示と曜日別ロビー見学体験会や見学月間やロビーまつりとタイミング

を合わせることで、サークル活動紹介と PRもでき、問合せが来るきっかけとなってい

る。 

 

質疑応答 質問：夜間・休日など職員や警備員が受付カウンターに不在時の団体連絡箱の鍵の返却

はどうすればよいか？ 

回答：夜間休日で警備員がカウンターに不在の場合、横の壁の警備室直通電話で呼び出

してください。応答がない場合は巡回中ですので、直通電話の横のオレンジのボ

タンを押してください。警備員がベルトにつけているベルが鳴り警備員がカウン

ターに来ます。ベルを鳴らして待っても来ない場合は、団体連絡箱の鍵専用返却

ボックスに鍵を入れ、使用確認票に返却ボックスへ鍵を入れたことを明記して退

館してください。 

質問：予約して利用する部屋で、昼食が取れる部屋はありますか？ 

回答：ジュータン敷きの３階集会室以外ならば、予約して利用している活動室内で軽食

を取ることはできる。 

 

団体連絡箱調整

会 

・今回、同じ団体連絡箱に複数のサークルが重複して申し込んだ場所はなかったので、

申込んで本日利用者懇談会に出席している団体は、そのまま継続希望の団体連絡箱を

令和８年度も利用できる。 

 

アンケートの感

想等 

・田無公民館が 50 年続いていることは月日の経つのが早いです。私たちも 25 年以上に

入り、このまま続いていけますように頑張ります。 

・公民館について知ることが出来良かったです。 

・公民館のことが広くわかって良かった。 

・公民館利用についての再確認の機会となりました。 

・サークル活動に欠かせない大切な場所である田無公民館の現状が良く理解できました

ので、メンバーとよく共有してルールを正しく守って活動を進めて参りたいと思いま

す。 

・お話できて良かったです。もう少し時間欲しかったなと思います。 

・利用者の方々の様子がお聞き出来て良かったです。また、使用にあたっての注意事項

などこの機会に確認したいと思います。 

・わかりやすくためになりました。 

・良かった。公民館の方々が、利用者のために努力していることを感じました。 

・利用者懇談会は、貴重な回だと思っています。参加してよかったです。 



 

・公民館の細かい使い方が良く分かってよかったと思いました。救助の案内も、道路側

手前の駐輪不可の理由も含めてメンバーの方々にも伝えようと思います。 

・木曜グループの話し合いは楽しく良かった 

・皆さんと活動について情報交換ができてとても良かったです！ 

・いろいろなお話が聞けて有意義でした。私たちの知的発達障害への理解啓発活動を公

運審さんに繋いでいただきたいと思いました。あめんぼ青年教室のボランティアの人

達にわたしたちのワークショップを受けていただきたいと思いました。 

・他にもたくさん楽しそうなサークルがあると知れました。 

・金曜日のサークル紹介で、他のサークル活動のお話を聴くことが出来良かったです。 

・キャスター付きのテーブルや、食器など揃えてくださり、大分使いやすくなりました。 

・他のサークルの話を聴いたり良かったです。 

・様々なサークルの活動を聴くことができ興味深かったです。 

・他のサークルの活動内容が参考となりました。 

・都内で少なくなっている公民館という貴重な場を長きにわたり、提供してくれている 

 西東京市民で良かったと感じました。 

・新規会員の獲得が課題です。会員の高齢化も問題です。 

・会員が少ないのが悩みです。 

・曜日別ロビー見学体験会は、今年も参加させていただきたいと思います。発表の仕方

など今回も相談後に楽しく参加できたらと考えています。 

  

配布資料 ① 令和７年度３月田無公民館利用者懇談会 次第 

② 公運審紹介 

③ 曜日別活動サークル１日ロビー見学体験会・6月 11月サークル見学月間の日程等 

④ 田無公民館は開館 50年を迎えました 

⑤ 本日の感想等アンケート用紙 

⑥ チラシ「急募、あめんぼ青年教室ボランティア募集中」 

 



利用者懇談会報告(令和７年度) 

【芝久保公民館】 

開催日時 令和８年３月 15日(日） 14時～15時 45分 

会  場 視聴覚室 

参加者数 33団体 31人、公運審１人、近藤館長・職員４人 計 37人 【アンケート提出 19人】 

今回のねらい ・公運審活動報告・芝久保公民館主催事業について・利用者交流・団体連絡箱調整会  

次  第 

(形 態) 

１．館長挨拶 ２．分館長挨拶・職員自己紹介 ３．参加団体紹介 ４．公運審紹介・活

動報告 ５．芝久保公民館主催事業報告 ６．公民館からの報告・お知らせとお願い 

７．地震発生の場合の初期対応について ８．質疑応答 ９. 参加者交流 10．団体連絡

箱調整会 11．アンケート記入  

公民館側から

の連絡事項等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公運審活動報告（公運審委員）（14:00～14:05（5分）) 

 ・公民館主催事業を複数の委員が多面的に審議、検討、評価している。 

市民のニーズを反映できているか等、公民館と市民の橋渡し役として動いている。 

公民館から報告とお知らせ（14:05～14:25（20分）） 

(1) 主催事業報告 

・パワポの写真などを見ていただきながら、各講座の担当者が講座の内容や様子をお伝

えした。 

(2) 芝久保公民館まつり報告  

・皆様のご協力で無事に終了した。両日とも天候が悪く心配したが、1 日目 426 人、2

日目 509人、計 935人の参加者があった。まつり記録誌を３月 16日 13時 30分から第 1

学習室で行うので是非ご参加いただきたい。 

(3) 新システム移行にご協力いただき感謝する。システムについてのご質問は個別に対応さ

せていただく。 

(4) 公民館施設に関する連絡事項 

・10月末に受変電設備の改修工事を無事終了した。 

・昨年、給水器を設置し多くの方に利用していただいている。 

・３月２日に陶芸窯利用者懇談会を実施した。 

・ロビーの利用について 

 講座実施後の展示、サークル体験会後の展示のほかに、市民の発表があれば使用申請

していただき展示している。本日から市民の方が西東京市の戦蹟を調べて地図に起こ

した資料を展示中である。大変貴重な資料であり、是非ご覧いただきたい。 

(5) 地震発生の場合の初期対応について 

 この建物は耐震防火について優れた施設であるが、まずご自身で身の安全を確保して

から職員の誘導に従ってほしい。館内に消火器の地図を貼っている。初期消火のご協

力をいただく場合も想定されるため、確認していただきたい。配布資料の「火の出る

場所を知る」をご覧いただき今一度、ご自宅でも確認していただけたらと思う。 

・危機管理課からの防災無線小型受信機は在庫が公民館にある。窓口で職員がいる時に

申請いただければと思う。 

 

全体を通しての質問やご意見など 

【質問】 

・一時避難場所になっているが、この周辺では公共施設はここしかないと思う。危機管

理課に聞いたら、水を 1人 500㎖×２本しか用意していないと聞いている。どのくらい

帰宅困難者を受け入れられるのか。 

・電気ガス水が止まった時トイレが心配だが、簡易トイレの準備もお願いしたい。 

・木造住宅が多い。火事が出るとここへ来ると思う。市の施設として対応できるように

お願いしたい。 

・日頃いろんな講座をしてくださってありがたい。丁寧に対応していただいていると思

う。来年度も参加したい。 

【回答】 

・公民館のスペースの関係で防災備蓄に限りがある。家が無事であれば基本的には在宅

避難となると思うので、各家庭で防災用品を日頃から準備していただいた方が良い。

トイレは先日各戸別に配られたと思うが、それ以外にも防災用品を準備していただい

た方が良いと思う。ホームページ等でも確認できると思う。 

 

グループに分かれて交流会（14:25～15:15（50分）） 

参加者記入用紙に記入 



参加者交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡箱調整会 

 

 

 

 

（分館長より）団体の皆さんの横のつながりが大切だと思う。このような場は懇談会くら

いのため各々お話ししてほしい。 

参加者記入用紙に記入 

◎氏名・団体名・活動内容・サークルに入ったきっかけ、アピールしたいこと 

最近気になっていることは？ 

 

・メンバーの減少 

・システムの操作が分かりにくい。 

・良い講座や保育付き講座をしているのにあまり知られていない、公民館はＰＲが下手。 

講座の案内や、ロビー展示についても大々的に掲示したらどうか 

・備品の出し入れのしにくいところがあるので改善してほしい。 

・利用開始時間になっていないのに部屋の前で待っている団体がある。 

・夜間の活動で職員不在、図書館も閉まっている、地震など何かあった時には警備員が対

応してくれるのか。不安。 

・高齢化しているので 40代～50代の人にも入ってほしい。 

 交流会後、話し合った内容を発表し全体で共有。 

（館長より） 

・新会員の募集等は公民館に相談いただければと思う。 

・システムの分かりにくいところは公民館の職員から、個別の内容に合わせて、丁寧にお

答えしている。引き続き、丁寧に対応してまいりたい。 

連絡箱未使用の団体は退室 

連絡箱調整会 15：15 

各参加団体の連絡箱使用の調整方法について提案し、承認をいただいた。 

閉会：15：45 

 

主な意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケートから意見】 

公民館はだれでも利用できる、市民・地域の砦！幅広い人たちの交流の場、たくさんの出

会いの場も用意してほしい。地域の人たちとの交流が、高齢化・お一人様の時代に一番必

要だと思うので、よろしくお願いしたい。 

・グループ懇談会の時に声が聞きづらい。 

【アンケートから感想】 

・他の活動も知れて楽しい時間になりました。来年度もよろしくお願いしたい。 

・いつまでも、公民館がなくならずに市民の活動の場であることを希望する。 

・調理室があると嬉しい。子どもたちと手作り教室を開くと食育につながるのでは。 

・利用者に対する大変親切な対応がとても嬉しい。 

アンケートから 

講座やロビーで

実施したら良い

と思うこと 

・平和・地域を知る・若い人との交流・音楽を楽しむ講座・事業報告でたくさんの講座を

実施していることを知った。参加したい。・ジャズ・映画上映・モルック・ボッチャ・歴

史文化に関わるもの・農業体験・五感アート・ピアノコンサート・スマホの使い方（基本

の次のステップ）・簡単な楽器演奏・着物の活用・シニア講座・公演だけでなく意見交換

など含め・スペイン語 

今気になってい

ること 

 

トランプ、高市で戦争が現実のものとして心配である。地震災害多発―廃炉に。武器より

食料の自給率向上を。子どもたちが明るく巣立ち、元気に老いる街に。 

・国内旅行、カタックダンス（インド）、世界の情勢、日本の政治・野球・自転車につい

てのルールや反則金の話・自然環境・伝統の織物の文化はこの先どのようにつながるの

か。・パッチワーク等手芸・子ども食堂を手伝っている。・歩行 3000 歩以上 

印象、反省点 今回は講座の様子を写真などで視覚的にも見ていただき、ほとんどの方に画面を見ていた

だくとともに講座報告に耳を傾けていただいた。最後に、参加者交流の時間（40 分）取る

ことができ、サークル発足のきっかけやサークルに参加した理由、活動で困っていること

などを話し合い、ゆっくり交流いただいた。その後、各グループで話した内容を発表し、

全体で共有できたことも良かったと思う。 

配布資料 ①次第 ②令和７年度主催事業報告 ③公運審紹介 ④地震発生の場合の初期対応につい

て・防災行政無線戸別受信機について⑤アンケート用紙 
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【谷戸公民館】 

令和７年度第２回 谷戸公民館利用者懇談会  

 【谷戸公民館】 

開催日時 令和８年３月７日(土) 14時 00分 ～ 16時 10分 

会 場 視聴覚室 

参加者数 団体 33人（公民館運営審議会委員２人を含む。）職員６人  計 39人  

今回の 

ねらい 

１. 公民館の事業等について理解を深めてもらう。 

２. 利用者への『お知らせ』や『お願い』 

３. 利用者と公民館との意見交換をし、今後の公民館利用の発展に繋げる。 

４. 利用者間の意見交換を行い、参加者同士の理解を深める。 

次  第 

（形態） 

 

１. 館長挨拶 

２. 分館長及び職員紹介 

３. 公民館運営審議会の紹介及び活動内容について（公民館運営審議会委員から） 

４. 懇談会の趣旨 

５. 公民館からの報告とお知らせ 

(１) お知らせ 

(２) 令和７年度 谷戸公民館事業報について  

(３) 令和７年度第１回定例会利用者懇談会の要望・アンケートの内容について 

(４) 第 38回谷戸まつり～春らんまん 笑顔らんまん 谷戸まつり～ 

(５) 質疑応答 

６. 団体連絡箱について 

７. 各サークル（団体）の紹介及び情報交換・意見交換・発表 

８. その他 

公民館 

からの連

絡事項等 

１. 館長挨拶 

本日は、利用者間の交流（意見交換等）の時間を十分に取りたいと考えています。利用し

やすい施設に努めていきます。  

 

２. 分館長挨拶及び職員紹介 

利用者の皆さんと公民館職員が和やかに話し合う場と考えています。 

 

３. 公民館運営審議会委員の紹介及び活動内容 

毎月１回（４月と 12月以外）の委員会を開催している。公民館の事業内容や事業評価等に

ついて協議している。公民館が発展していけるよう委員一同努めている。 

  

４. 懇談会の趣旨 

利用団体が、気持ちよくまたよりよく活動できるように皆さんの意見等を伺うための大切

な機会の場である。  

 

５. 公民館からのお知らせと報告 

(１) 谷戸公民館からのお知らせ 

ア 修繕：壁紙の張替（一部）・トイレドア装置の交換 

イ 清掃：古いワックスの剥離 

ウ 工事：保育室の庭に日除けの設置 

エ 備品：スタッキングチェア（視聴覚室）を購入済み、姿見（和室）を購入予定。 

オ 冷水器の設置（５月頃までに） 
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カ 駐輪・駐車場について   

今まで駐輪や駐車していた場所は、一部歩道のため停められない。今回、市道路課に

より、道路と都の所有地の境界をわかりやすく表示するための工事を行うことになっ

た。変更後の駐車台数は、車は６台（10台から）。  

キ キャンセルについて 

無断キャンセルはせず、当日の午前８時 30分までは、予約システムでキャンセルを。

それ以降は、公民館まで電話をお願いします。  

ク 備品について 

備品などを破損した・破損等していた場合は、必ず事務所へ連絡をお願いします。 

 

(２) 令和７年度 谷戸公民館事業報告について  

資料３を参照。また、視聴覚室内のパネルにも掲示しているので、ご覧ください。 

  

(３) 令和７年度第１回定例会利用者懇談会の要望・アンケートの内容について  

資料４を参照。 

 

(４) 第 38回 谷戸まつり 

４月 25・26日（土・日）に開催します。助け合いバザーを行いますので、自宅の不用品な

どあったら、公民館へ持ち込みください。売上金については、被災地へ寄付したいと考え

ています。（チラシ参照。） 

    

(５) 質問  

質：停められなくなる場所はどこなのか。 

答：資料２を説明。点線内の場所です。歩道（道路）に位置付けされているので、駐車・ 

駐輪はできません。 

質：区分（道路と都の所有地の）がはっきりしていないのでわかりづらい。 

答：ラバーポールの設置と白線を引き明確にする。 

 

６. 団体連絡箱について 

団体連絡箱は 58個あり、申込団体は 49団体ありましたので今回抽選はありません。（資料

５参照。）また、毎年借用（継続）申請が必要です。また、１階にあった団体連絡箱（スチ

ール製）は２階へ移動します。  

 

７. 各サークル（団体）の紹介及び情報交換、意見交換、発表 

各班でそれぞれのテーマについて話し合い。 

◇テーマ 

(１) サークルに入ったきっかけ・出会い・影響など 

６班に分かれ、各サークル（団体）から発言。 

(２) 子どもの頃の思い出 

各サークル（団体）から発言。 

(３) 公民館の良いところ・要望 

ア 良いところ：①視聴覚室のイスが新しくなった。 

      ②保育付き講座が良い。（子どもを安心して預けることができた。） 

      ③館内がいつも綺麗 

      ④清掃員・警備員が優しい。 

      ⑤各部屋の案内表示が見安い 

      ⑥サークル見学・体験会がすごく良かった。 等 

イ 要   望：①予約抽選が当たるようにして欲しい。 

      ②利用時間区分の変更（２時間単位） 

      ③サークル募集のチラシの掲示を活動曜日ごとに。 等 
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８. 発表に対する回答  

(１) 予約システムについて  

質：備品借用申請も予約システムでできないか。 

答：他館の要望を全体的に確認し、検討していく。 

印象、 

反省点 

・団体同士懇談することや皆さんのご意見を聞くことが出来て、良かった。 

・嬉しい言葉も聞くことができて、これからも皆さんが利用し易い公民館として努めていこう

と感じた。 

配布資料  次 第 

（資料１）谷戸公民館からのお知らせ 

（資料２）駐輪場・駐車場について 

（資料３）令和７年度 谷戸公民館 実施事業一覧 

（資料４）令和７年度 第１回定例会利用者懇談会の要望・アンケート内容と回答 

（資料５）団体連絡箱利用場所一覧表 

     第 38回 谷戸まつり（チラシ）、防災講座のチラシ、アンケート用紙 
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令和７年度第２回 ひばりが丘公民館利用者懇談会  

【ひばりが丘公民館】 

開 催 日 時 令和８年３月 14日(土) 10時分～11時 40分 

会 場 集会室 

参 加 者 数 50団体 55人（公民館運営審議会委員 1人を含む） 職員 7人  計 62人  

今回のねらい ・参加者が社会教育機関としての公民館の事業や公民館運営審議会に対する理解を深める 

機会とする。 

・利用者と公民館職員、また利用者同士の意見交換の場とする。 

・防災訓練を行い、日ごろの活動に防災意識を高める。 

次第 

 

 

開会（10時）  

１事業係長挨拶 

２職員紹介 

３公民館運営審議会から 

４公民館からのお知らせとお願い 

５質疑応答 

６ひばりが丘公民館の主催事業について 

７サークルから PR 

8避難訓練（11時 10分～） 

9団体連絡箱調整会 

閉会（11時 40分） 

公民館側からの

連絡事項等 

◼ 公共施設予約システムの移行について 

⚫ 新システムへの切り替え完了（ID/パスワード変更含む）。旧システムは４月以降アクセ

ス不可に移行。 

⚫ 利用枠：毎月の抽選は 6館合算で 4コマまで。随時申込は、抽選 4コマを除き月 20コ

マ（合計 24コマ）まで予約できる。 

⚫ 個別の操作質問は利用懇後に職員が対応する。 

⚫ トイレ排水管工事が完了 2025年 9/22–9/30に実施し完了。新管に更新し、詰まりの心

配が解消された。 

◼ 「会員募集チラシの掲示」および「ひばりロビーサロン」について（別紙１） 

⚫ 会員募集チラシ：講座室 1と和室の間の掲示板（年中掲示、受付日付印で管理、スペー

スは古い日付から入替） 

⚫ ひばりが丘図書館入口パネルにも掲出可（職員が掲示対応） 

⚫ ひばりが丘公民館は図書館が併設されていないため、人の出入りが少なく静かな印象が

ある。ふらっと立ち寄れる事業として、ロビーサロンを今年度から行っている。 

⚫ ロビーサロンを５回開催し、サークルからアイデアをいただいた。令和８年度も引き続

き実施。参加希望の団体があればお声かけください。活動しているサークルの皆さんが

部屋でやっていることをロビーに出てきてやったり練習成果を発表したり、新規メンバ

ーを募集したり、活動紹介したりということに活用いただきたい。 

⚫ 地域の人も一つの団体の部屋に入るのにちゅうちょされることがあるが、ロビーで聞く

機会、活動を始めるきっかっけになればうれしい。令和７年度の実施団体より８年度も

出演したいとの要望があった。それ以外の団体の方もお声かけください。 

◼ ロビーで無料 Wi-Fi、講座室等ではモバイル Wi-Fiが使えます。 

⚫ ロビーにフリーWi-Fi（メール登録で 1時間接続、再接続で延長可）。 

⚫ 各室用のモバイル Wi-Fi貸出（備品予約） 

◼ 多目的スペースと乳幼児コーナーを設置しています。 

⚫ 印刷室前に乳幼児コーナー「にこのび広場」設置。壁面装飾に朗読サークル「草の会」

にご協力いただいた。 
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⚫ 点灯しても暗いため、照明を上げる工事をした。 

◼ 給水機を設置しています。 

⚫ 自販機設置がないため約 1年前より設置・稼働している。マイボトル等での利用を推奨。 

◼ 講座室 3の飲食ルールについて 

⚫ カーペット敷きのため飲食禁止を継続。水分補給としての水のみ室内可（蓋付き推奨）、

食事等はロビーでお願いします。 

◼ 寄付による備品整備について 

⚫ 20年以上活動していたひばりが丘親子囲碁サークルが年度末で解散し、積み立てた会

費を有意義に活用してほしいというご希望を頂戴した。カロム盤と講座室 1に正方形白

テーブル２台を整備。 

◼ 譜面台の破損について 

⚫ 破損増に伴い新品を補充。既存品も含め均等に使ってほしい。 

◼ 忘れ物の展示について 

⚫ 3/31（火）までロビーに展示、4月以降に処分の予定。該当者は職員へ申し出。 

◼ 各室の避難用階段（室内・室外）の設置について 

⚫ 令和 8年 1月より窓からの避難に備え、各室に踏み台・屋外避難階段・手すりを設置。

利用懇後の避難訓練で体験予定。 

 

公民館からのお願い 

◼ 部屋の利用開始時間について 

⚫ 第１区分と第２区分の入れ替え時の清掃を９月の利用懇談後より廃止しました。 

⚫ 前区分の利用が終わっており、部屋が空いている場合は開始 15分前から入室可。 

⚫ 清掃のための早退出運用廃止。原状回復（机・椅子の配置戻し）の徹底をお願いします。 

◼ 部屋のキャンセルについて 

⚫ 当日 8:30まではシステムで可、以降は公民館に電話連絡で受け付けているが。できる

だけ早めのキャンセルに協力を依頼。 

◼ 備品の利用について 

⚫ 破損時は必ず事務室へ連絡。備品申請書は月単位でまとめて提出可（来館時の翌日分申

請推奨、当日申請も可）。事前の電話での仮予約を依頼。 

⚫ 特例使用申請は FAX/Eメールで受付可（必要事項の記載・相互確認を前提）。 

◼ 選挙対応について 

⚫ 投票所指定に伴う急な利用調整が発生しうる（2月の衆院選対応実績あり）。引き続き

協力をお願いします。 

 

質疑応答 

◼ 講座室 3の飲食禁止理由は？水分補給もできないのか。 

⚫ カーペット汚損防止のため飲食禁止。水分補給として水を飲むのは可（蓋付きのボトル

を推奨）。知らない人がいるので表示の徹底・明確化（水のみ可等）を実施する。 

◼ トイレに手の乾燥機を設置してほしい。(麻雀サークルから） 

⚫ ハンカチを持っていないため、トイレで手を洗わない人がいる。不潔なので手の乾燥機

を設置すれば手を洗うと思う。 

⚫ 来年度に向けて検討するが、当面は手洗い励行をお願いする。 

◼ 講座室１の正方形テーブルを増設してほしい。(麻雀サークルから） 

⚫ 麻雀会等の利用に対し講座室１の 2台では不足のため、講座室２とのバランスを考えて

調整してほしい（１，２の部屋にそれぞれ４台ずつ） 
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⚫ 講座室１は、講座として使用する際、四角いテーブルだと正面向きの 3人掛けができず、

定員 25人を入れることができなくなるため、長机を四角いテーブルに置き換えること

はできない。 

◼ 特例利用の申請を来館ではなく FAXで行いたい。 

⚫ 規則上 FAX/Eメールで受付可。借り手/貸し手、部屋確定、連絡先が明記されるなど、

相互確認を条件に運用。 

◼ 講座室使用後、施錠しているが、施錠をしない運用に変更してほしい。 

⚫ 解除要望に対し、安全確保・責任所在明確化の観点から施錠維持の意見が多数（特に和

室）。 

⚫ 和室に高価なお茶道具があるが、今でも増えたり減ったり道具が入れ替わったりしてい

る。施錠しないと紛失の恐れがある。和室は施錠が必要。 

⚫ 活動終了後、次のサークルが入る間、どんな人が来るかわからないし、だれの責任かも

わからない。施錠することで責任の所在が明確になるので施錠してほしい。 

⚫ ひばりが丘公民館は施錠運用あり。解除要望がある一方で、茶道具等の高価備品・責任

所在の明確化の観点から施錠維持の意見が多数。室別特性を踏まえ継続する。 

 

主催事業の紹介 

⚫ ひばりが丘公民館フェスティバルは昨年同様に多くの来場者でにぎわった。 

⚫ ひばりロビーサロン（年 5回）は、図書館が併設されていない館ゆえの静けさ改善と来

館促進を目的に実施。サークルの演奏・展示・ワークショップ・歌声などをロビーで展

開各回 60〜90名規模、歌の集いは約 90名で満席。コラボ演奏（オカリナ×ギター）等

で新規参加者獲得にも寄与。 

⚫ こわーいお話を聞く会（7月、朗読「草の会」協力） 

⚫ 第２回西東京市カロム大会（8月、盛況。第 3回実施予定、ボランティアを募集したい） 

⚫ 防災語り場ひだまり（地域防災学習） 

⚫ 八方ふさがり冷や汗避難体験（中原小避難所運営協議会と共催で実施。朗読劇の会リフ

レの協力も得た） 

⚫ 映画上映「我が母の記」（認知症テーマ、共感多数） 

⚫ 親子で聴きたい宇宙の話 プラネタリウムシアター（平面投影＋生演奏で好評） 

⚫ 思春期の子どもに向き合う講座（6–7月、アドラー心理学要素、3回。次年度は不登校

関連を予定） 

⚫ 趣味講座（輪織りバッグ制作、応募 28に対し 12名、倍率約 2.5倍で人気） 

⚫ 子育て中の女性・子育て中の人のための講座（年 3本、育休後の孤立防止・サークル立

ち上げを支援） 

⚫ 映画上映の案内（子育て中の女性の講座「私の声を発見する」） 

 

避難訓練 

◼ 避難訓練（11時 10分～） 

⚫ 想定：西東京市で震度 5弱、給湯室出火。初期消火（消火栓）、通報、正面自動ドア使

用不可を想定した避難、屋外は花みずぎ公園 

⚫ 西東京消防署が安全管理・講評。転倒等に注意。移動困難者は見学可。 

 

◼ 避難訓練は予定通り実施・完了し、参加者へ謝意が示された。 

⚫ 階段昇降や敷居越え、出口位置の把握に戸惑いが見られ、「集会室の避難口に初めて気づ

いた」という声もあった。 
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⚫ 今後は各自が施設内の避難経路・出口位置を事前に確認しておく必要性が再確認された。 

◼ 消防署員による講評 

本日防災訓練をすることができましたので良かったと思います。実際に地震が起きてし

まうと動揺したり、我先に避難したいと思います。訓練では協調性を持ってお互いに手

を添えたり、お互い協力できていたので、そういう行動を取っていただけると幸いです。

この建物は耐火構造で、地震にはそれなりに強い建物なので、すぐ潰れることはあり得

ません。落ち着いて避難してください。本日は訓練へのご参加ありがとうございました。 

◼ 防災品の配布 

避難訓練参加者に、危機管理課よりトイレの凝固剤とトイレットペーパー。ゴミ袋と、

ひばりが丘公民館備蓄の防災食（米粉クッキー）を配付した。アーモンドアレルギーの

ある方には、イチゴ味を配付した。 

 

団体連絡箱調整会 

⚫ 申請済みだが本日欠席した団体は、4月１日以降に、随時申込をしていただく。 

⚫ そのまま継続して使える。連絡箱に何が入っているかわからない、片付けるときあふれ

そうなサークルもある、整理整頓キレイに使えるように協力お願いします。 

⚫ 連絡箱の大が一つ空いているので、使用希望の方はお声かけください。 

 

閉会（11時 40分終了） 

議事は想定より早く進行し、令和 7年度 3月の利用者懇談会を閉会。 

 

印象、反省点 • ロビーサロンへの参画団体からの主体的で前向きな発言が目立った。ロビーサロンを実施

することでサークルの主体性の醸成に寄与したと推測できる。 

• 講座室２に正方形のテーブルを６台設置、また、寄付により講座室 1にも正方形のテーブ

ルを２台設置したことで、麻雀台についての課題は終結した。また、特例使用申請は FAX

やメールでも受け付け可能であることを確認し、麻雀サークルへの過不足のない学習支援

体制が整った。  

• 講座室１～３，和室に掃き出し窓がないというひばりが丘公民館の構造上の課題に対して、

腰高窓から安心・安全に脱出できるよう、建物の内外にステップと踏み台を設定以降、初

めての避難訓練を、利用者懇談会の中で実施した。日頃活動で使用している部屋で避難訓

練を体験することで、避難時の課題や危険性を自分事としてとらえることができた。訓練

では、後ろの人が踏み台を足で支える、高齢の方の安全を見守る等、サークルメンバー同

士で支え合う姿が見られた。 

• 今後の訓練に「消火器設置位置の確認「AEDの取り扱い」を組み込む方針を確認した。 

• 避難訓練参加者に、防災食品等を配付した。その際、アレルギー（例: アーモンド）への

注意喚起を行い、アレルギー物質を含まない食品も選択できるよう配慮した。 

 

配布資料 （資料１）次第（公民館からのお知らせとお願い） 

（資料２）公運審紹介 

（資料３）「会員募集チラシの掲示」および「ひばりロビーサロン」について（別紙１） 

 



令和７年度第２回 保谷駅前公民館利用者懇談会  

【保谷駅前公民館】 

開 催 日 時 令和８年３月 14日(土) 14時 00分～16時 00分 

会 場 集会室 

参 加 者 数 58団体 69人、公民館運営審議会委員 ３人、職員５人、 計 77人  

今回のねらい 
・参加者が公民館事業や公民館運営審議会に対する理解を深める機会とする。 

・公民館の利用などにかかわる意見・要望を把握し、公民館運営に活かしていく。 

・利用者同士、または利用者と公民館職員の意見交換の場とし交流を深める。 

・令和８年度団体連絡箱の利用について、調整する。 

次  第 

（形態） 

 

１ 分館長挨拶 

２ 職員紹介 

３ 公民館からのお知らせとお願い 

（1 西東京市公民館事業計画 抜粋 

(2)令和７年度主催事業について（パワポ報告） 

(3)新：備品使用申請書兼借用書について 

(4)保谷駅前公民館利用者懇談会事前アンケート集計結果について 

(5)部屋のキャンセルについて 

(6)一時滞在施設における、帰宅困難者用災害備蓄品について 

(7)第 17回駅前フェスタ 2026について 

(8)その他 

４ 公民館運営審議会の紹介及び活動報告等について 

５ 参加団体の確認と参加者紹介など 

６ 質疑応答  

７ 団体連絡箱調整会 

  閉会 

公民館側からの

連絡事項等 

１ 分館長挨拶 

 

２ 職員紹介 

職員５人（分館長１人、専門員４人）、警備員３人（内１人）、清掃職員３人（内１人） 

 

３ 公民館からのお知らせとお願い 

(１)西東京市公民館事業計画…資料２ 

(２)令和７年度主催事業について…資料３ 

   各担当から、令和７年度に実施した主催事業についてパワポにて報告する。 

    来年度、団体が公民館と連携して何かやりたい事業などがあれば公民館に相談していた 

だきたい。 

(３)新：備品使用申請書兼借用書…資料４ 

4/1から新様式のものを使用。 

「申請書」は公民館の市のホームページからダウンロードできます。 

またＱＲコードを読み込んでもできます。 

(４)事前アンケートの集計結果…資料５ 

・備品の購入で、可動式の姿鏡がほしいとの要望が５件あった。それらの要望と、 



第１会議室の姿鏡が壊れたことを踏まえて、２台購入した。 

１台は第１学習室に、１台は倉庫に保管した。 

・CDラジカセ１台の読みが遅いとの声が多くあがっていたので、 

ブルトゥースを使える CDラジカセを購入した。 

・貸し出し用のモバイル Wi-Fiは既に２台ある。 

インターネット等をサークル活動で使う方は備品申請をしてご利用ください。 

 (５)部屋のキャンセル 

    ・当日の無断キャンセルが、下半期（10月～２月まで）は 35件あった。 

     部屋のキャンセルは使わないことがわかった時点で早めにシステムでキャンセルを 

お願いしたい。当日の場合は、必ず公民館に電話にて連絡願います。 

     無断キャンセルした場合は、翌日その団体の代表に電話して、注意喚起している。 

 (６)一時滞在施設における、帰宅困難者用備蓄品について…資料６ 

・保谷駅前公民館は「災害時一時避難所（一時滞在施設）」に指定されている。 

電車が止まった時などに、発災時から３日間程度解放し、水、トイレ、情報提供を 

します。（毛布の防災備蓄も準備してあります。） 

ただし、避難所ではなく、帰宅困難者が一時的に避難する場所であることを 

ご理解ください。（３日後以降は、小・中学校の避難所が開設されます。）  

・災害が起きた場合の避難経路、消火器（４階、５階）や AED（４階）の置き場所を、 

サークル活動時に確認願います。 

(７)第 17回駅前フェスタ 2026について 

今年度の実行委員長（江田さん）より 

・来年度は、10月中旬に予定。 

 駅前フェスタは、団体同士が交流しながら、みんなでイベントを作っていきます。 

 参考までに、今年度のフェスタの記録誌をご覧になって、大勢の人が参加していた 

だければと思う。一緒にフェスタを盛り上げていきましょう。 

・実行委員会は月１回です。 

・来年参加したいという団体の相談も受付けています。 

(８)その他 

◉部屋のキャンセルについて 

集会室は人気のある部屋で、なかなか取れない。もし人数が減った場合など 

使わなくなったら、キャンセルをしてください。 

③         ◉忘れ物について 

④ 財布、      財布、銀行のカード、スマホ等の貴重品は、落とし物が届いた日に保谷駅前の 

⑤          交番に届けている。その他ペン、ハンカチ、傘などは３か月保管。 

⑥          それ以降は廃棄する。 

    ◉公民館の空調の室外機が故障。 

早急に部品を取り寄せるよう業者に手配中。 

今、暖房の効きが悪い集会室、第４学習室は、電気ストーブを貸し出しますので、 

必要な団体は、事務室で声がけしていただきたい。 

 

 



公民館運営審議

会について 

４ 公民館運営審議会の紹介と活動報告について 

  ・公民館運営審議会は、年 10回の審議会に参加し、前年度の事業評価、次年度事業計画な

どを審議している。市民と公民館の橋渡し役である。 

・公民館はいろんな活動しているので、もっと知ってほしい。 

・是非みなさん、この中から審議会委員になってもらい、一緒に活動できればうれしい。 

グループに分か

れて懇談 

（意見交換） 

５ 参加団体の確認と参加者紹介 

席が近い者同士５グループに分かれて、以下のテーマについて、参加者、公運審委員、 

職員で懇談。 

◉テーマ：サークル名、活動日、参加者名、入会したきっかけ、活動の PRなど 

各グループで紹介し合い、交流した。 

◉各グループで出た主な意見等を全体で発表し、全員で情報共有をした。 

   《 主な意見 》 

    ・メンバーの高齢化。 

    ・新しい人が入らない。 

    ・公民館のサークル活動に来て、元気になっている。 

(公民館を利用する方はとても元気な方が多い。) 

    ・高齢になることを楽しみにし、目標（○○才まで元気！）を掲げて活動している人 

もいる。 

    ・駅前フェスタには多くの人たちが来るので、来年度はフェスタに参加してみたい。 

    ・自分たちのサークルは参加の出欠も、やる内容も比較的緩いので、結果、会の活動が 

     長く続いている。また会の人数も増えている。 

    ・自分たちの活動内容も知ってほしい。 

    ・公民館の部屋の予約がなかなかとれない。 

    ・ここは、駅に近く利便性が良い。      

・印刷機を使えることを知らなかった。      など 

   ◉公民館運営審議会の委員３人から意見、感想をいただいた。 

    ・具体的な声を聞かせてもらって収穫でした。 

     皆様の声を意識して活動をしていきたい。 

    ・公民館運営審議会に足を運んでもらえると良い。 

    ・「自分の活動に見合ったお部屋がない。」という声があがった。 

     例えば、「こんな設備がある。だからこんなこともできる。」と自分たちの 

サークルの活動を広げても良いと思う。そのために、館内ツアーがあると良い。 

    ・サークル見学会ができるとよいと思う。 

      …人数を増やすきっかけになる。 

質疑応答  ６ 質疑応答 

 Qお部屋が当日空いている時は、使わせてほしい。 

 A「当日申請」という制度がある。所定の用紙に記入してもらえれば使える。 

Q今システムでのお部屋の予約は４区分になっているが、使用できる時間をフルで使って 

いない場合もあるので、その時は、例えば「残りの１時間だけ使えます。」と予約システムで 

で見られると良い。また、その時に申し込みができると良い。 

 A「特例申請」がある。 



 

  同じ区分の時間帯を２つの団体で時間を前半、後半と分けて使うか、同じ時間帯を同じ 

部屋で２つの団体が分かれてそれぞれに活動するという方法がある。 

 Q島根県の伝統芸能「安来
や す ぎ

節
ぶし

」の練習をしている団体（「ねいろの会」）から、銭太鼓を使っ 

て踊る踊りの練習と歌の練習をしているが、歌を練習する時にピアノのある集会室で 

行いたいが、とれない時はひばりが丘公民館に行って練習している。 

この公民館で集会室以外の部屋にもう１台ピアノが欲しい。 

理由：人数は 10人位なので、場所は集会室の半分位でよい。ただ伴奏はピアノの音 

で歌いたい。（キーボードでは曲の感じが違ってしまうため） 

A検討します。 

Q第４学習室の土・日に抽選をとろうと思ったが、抽選の段階で埋まっていて、予約するこ 

とができない。もう少し他の曜日にも分散してもらいたい。 

A公民館では、公民館講座、他の部署からの依頼等で行政枠で使う時に、事前にお部屋を 

予約する。 第４学習室はギターやドラムを使用できる防音の部屋なので、そこで活動 

する利用者の皆さんが予約できるように、担当と検討する。 

団体連絡箱に 

ついて 

７ 団体連絡箱調整会 

申請数は使用可能数を超えなかったため、調整は不要となった。 

  申請団体は継続して、令和８年４月１日～令和９年３月 31日まで利用する。 

また、移動希望の２団体は、それぞれ空いている場所へ移動となる。 

まだ、空きがあるため、4/1以降追加募集をする。 

《参考》団体連絡箱の申請内訳 

・新規団体：０件 

・継続団体：57件 

・未継続の団体：４件 （廃止団体：１件、未使用団体：３件） 

・移動希望団体：２件 

団体連絡箱利用団体：57件 

印象、反省点 ・多くの参加者が来場して活気のある懇談会となった。 

・同じ公民館を利用している参加団体（参加者）が、グループに分かれてお互いの日頃のサー

クル活動の様子を知り、短い時間ではあったが意見交換ができ交流を図ることができた。 

引き続き、利用者同士のつながりを大切にしていく機会を提供していきたいと思う。 

配布資料 （資料１）次第  

公民館からのお知らせとお願い【裏面】 

（資料２）西東京市公民館事業計画 抜粋 

（資料３）令和７年度保谷駅前公民館主催事業 

（資料４）新：備品使用申請書兼借用書について 

（資料５）保谷駅前公民館利用者懇談会事前アンケート集計結果 

（資料６）公民館活動中の発災時の対応 

避難経路及び AEDの確認、防災放送小型受信機の案内 

 ●利用者懇談会 当日アンケート 

■公民館運営審議会について  

■第 16回駅前フェスタ 2025 記録誌 

 


